
連
盟
報
告
（
平
成
27
年
度
）

青
山
　
圭
佑

一
、「
五
流
能
楽
大
会
」
及
び

「
五
流
の
つ
ど
い
」
に
つ
い
て

「
第
31
回
横
浜
五
流
能
楽
大
会
」
は

平
成
27
年
10
月
３
日
（
土
）、
横
浜

能
楽
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
担

当
流
派
は
宝
生
流
（
詳
細
は
前
51
号

を
参
照
）。
第
32
回
大
会
は
、
平
成

28
年
10
月
１
日
（
土
）
開
催
予
定
で
、

担
当
流
派
観
世
流
に
よ
り
準
備
が
進

行
中
で
す
。

「
第
19
回
五
流
交
流
の
つ
ど
い
」

は
平
成
28
年
３
月
12
日
（
土
）、
横

浜
能
楽
堂
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

担
当
流
派
は
観
世
流
梅
若
会
（
詳
細

は
今
号
を
参
照
）。
第
20
回
大
会
は
、

平
成
29
年
３
月
11
日
（
土
）
開
催
予

定
で
、
担
当
流
派
喜
多
流
及
び
海
謡

会
に
よ
り
申
込
み
受
付
中
で
す
。。

二
、
平
成
28
年
度
総
会
に
つ
い
て

平
成
28
年
度
連
盟
定
期
総
会
は
、

４
月
25
日
（
月
）
午
後
２
時
よ
り
横

浜
能
楽
堂
２
階
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
の
出
席
者
及
び
委
任
状
の

合
計
に
よ
り
総
会
は
成
立
し
、
馬
場

会
長
を
議
長
と
し
て
総
会
議
案
各
項

説
明
が
行
わ
れ
、
全
議
案
が
了
承
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
議
題
は
27
年
度
事

業
活
動
報
告
・
28
年
度
事
業
計
画
・

27
年
度
会
計
報
告
と
監
査
報
告
・
28

年
度
会
計
予
算
計
画
で
し
た
。
ま
た

総
会
閉
会
時
に
理
事
の
交
代
が
報
告

さ
れ
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
。

地
球
の
裏
側
、
南
米
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
は
昼
夜
が
逆
な
た
め
、
テ
レ
ビ

観
戦
で
寝
不
足
に
な
っ
た
方
も
多
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
本
は
若

い
選
手
が
活
躍
し
、
ロ
ン
ド
ン
大
会

以
上
の
成
績
を
残
し
た
。
２
０
２
０

年
が
楽
し
み
だ
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
感
じ
る
の
が
柔

道
の
「
国
際
化
」
で
あ
る
。
日
本
の

〃
お
家
芸
〃
柔
道
が
１
９
６
４
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
正
式
種
目
と

し
て
採
用
さ
れ
、
急
速
に
海
外
に
広

ま
っ
た
。
国
際
競
技
に
適
応
す
べ
く

ル
ー
ル
も
変
更
が
加
え
ら
れ
、
今
や

国
際
柔
道
連
盟
の
加
盟
国
は
２
０
０

を
数
え
る
と
い
う
。
国
境
を
超
え
人

種
を
超
え
て
、
永
い
時
間
を
か
け
て

国
際
競
技
と
し
て
定
着
し
て
き
た
の

だ
ろ
う
。

「
国
際
化
」
と
言
え
ば
、
能
楽
界

に
も
様
々
な
挑
戦
が
あ
る
。「
シ
ア

タ
ー
能
楽
」
の
芸
術
監
督
を
務
め
る

リ
チ
ャ
ー
ド
・
エ
マ
ー
ト
氏
。
ア
メ

リ
カ
・
オ
ハ
イ
オ
州
生
ま
れ
の
氏
は

早
稲
田
大
学
大
学
院
を
卒
業
後
再
来

日
し
、
外
国
人
に
よ
る
能
の
上
演
や

英
語
能
の
制
作
を
長
く
続
け
て
い

る
。
昨
秋
、
喜
多
流
の
中
堅
能
楽
師

達
と
協
力
し
、『
能
、
こ
と
ば
を
超

え
て
、
世
界
へ
向
け
て
』
と
銘
打
っ

た
公
演
を
喜
多
能
楽
堂
で
行
っ
た
。

主
人
と
太
郎
冠
者
が
日
本
語
と
英
語

で
掛
け
合
う
「
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
狂

言
」、
日
本
語
と
英
語
が
入
り
交
じ

る
「
仕
舞
」
や
「
能
」、
最
後
に
は

プ
レ
ス
リ
ー
の
面
を
つ
け
た
創
作
英

語
能
の
さ
わ
り
ま
で
が
披
露
さ
れ

た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

大
島
輝
久
師
は
「
能
が
難
し
い
と
考

え
ら
れ
て
い
る
要
素
の
一
つ
が
言

葉
。
た
だ
、
安
易
に
現
代
語
に
置
き

換
え
て
は
そ
の
良
さ
を
消
し
て
し
ま

う
。
い
っ
そ
英
語
に
置
き
換
え
た
ら

と
考
え
た
」、
エ
マ
ー
ト
氏
は
「
能

の
持
つ
美
と
力
の
劇
的
効
果
は
英
語

で
も
十
分
伝
わ
る
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ

書
い
て
い
る
。「
能
」
を
解
か
り
や

す
く
し
、
海
外
に
向
け
た
可
能
性
を

探
る
と
い
う
共
通
す
る
気
持
ち
が
、

新
た
な
試
み
を
成
功
に
導
い
た
。

一
方
、「
楽
し
く
、
健
康
に
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
謡
曲
の
稽
古
を
続
け
る

方
々
も
多
く
お
ら
れ
る
。「
つ
づ
き

謡
曲
会
」
も
そ
の
一
つ
で
、
先
日
20

周
年
記
念
謡
曲
会
を
拝
見
し
た
。
会

員
数
30
名
は
当
連
盟
団
体
会
員
の
中

で
も
最
大
級
で
、
会
員
の
方
々
は
楽

し
そ
う
に
謡
い
、
舞
わ
れ
て
い
た
。

祝
賀
会
で
は
「
退
職
後
の
自
分
の
居

場
所
を
見
つ
け
た
」「
シ
テ
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
一
番
う

れ
し
か
っ
た
」
と
口
々
に
感
想
が
述

べ
ら
れ
、
涙
を
浮
か
べ
る
方
も
い
ら

し
た
。
主
催
の
長
谷
川
武
雄
氏
は

「
仲
間
づ
く
り
を
し
た
く
て
始
め
た

が
、
20
年
も
続
く
と
は
思
っ
て
い
な

か
っ
た
」
と
感
慨
深
げ
だ
っ
た
。
会

の
運
営
に
は
会
員
が
前
向
き
に
取
り

組
み
、
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
果
た
し

て
親
睦
を
図
っ
て
い
る
。
長
く
続
く

秘
訣
は
そ
の
あ
た
り
に
あ
る
の
だ
ろ

う
。「
能
楽
を
媒
介
に
し
て
生
き
が

い
を
見
つ
け
る
」
…
能
楽
を
「
趣
味
」

と
す
る
私
を
含
め
、
多
く
の
方
々
の

目
指
す
形
が
そ
こ
に
あ
る
。

英
語
能
と
素
人
謡
曲
会
、
一
見
全

く
方
向
が
違
う
よ
う
だ
が
、
ど
ち
ら

も
能
楽
の
存
続
に
と
っ
て
重
要
な
課

題
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

三
、
役
員
改
選
に
つ
い
て

今
年
度
は
任
期
２
年
ご
と
の
役
員

改
選
期
に
当
た
る
た
め
、
総
会
を
一

時
中
断
し
、
理
事
の
互
選
に
よ
る
会

長
選
出
が
行
わ
れ
、
馬
場
会
長
が
再

任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
副
会
長
は
井

實
氏
（
観
世
流
）
が
退
任
さ
れ
、
小

林
氏
（
宝
生
流
）
・
青
山
氏
（
観
世

流
）
の
２
名
と
な
り
ま
し
た
が
、
当

面
は
３
名
と
せ
ず
事
業
運
営
し
て
い

き
ま
す
。
総
会
が
再
開
さ
れ
新
役
員

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
終
了
後

第
１
回
理
事
会
が
開
か
れ
、
全
理
事

の
担
当
配
分
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

四
、「
第
64
回
横
浜
能
」
に
つ
い
て

平
成
28
年
６
月
４
日
（
土
）、
能

「
八
島
」（
宝
生
流
・
大
坪
喜
美
雄
）

狂
言「
空
腕
」（
和
泉
流
・
石
田
幸
雄
）

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
チ
ケ
ッ
ト

は
完
売
、
入
場
率
は
95
％
で
し
た
。

五
、
会
員
の
動
向
に
つ
い
て

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
の
会
員

数
は
、
個
人
会
員
４
１
４
名
（
前
年

比
４
減
）、
団
体
会
員
43
（
前
年
比

１
増
）、
計
４
５
７
で
す
。
高
齢
化

に
よ
る
会
員
の
減
少
傾
向
は
、
当
連

盟
に
限
ら
ず
能
楽
界
全
体
の
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
新
し
い
Ｐ
Ｒ
の
企
画
と

し
て
「
横
浜
五
流
能
楽
大
会
」
の
写

真
入
り
の
チ
ラ
シ
を
作
る
こ
と
が
理

事
会
で
提
案
さ
れ
、製
作
し
ま
し
た
。

ま
た
五
流
競
演
の
「
蝉
丸
」
で
は
、

観
世
流
が
大
鼓
・
小
鼓
の
囃
子
入
り

仕
舞
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
会
員
の

皆
様
も
、
話
題
に
な
る
よ
う
な
企
画

が
あ
れ
ば
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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び
、
前
者
は
今
秋
発
行
予
定
で
、
当

会
の
五
行
事
の
記
録
と
写
真
、
会
員

の
寄
稿
文
等
２
０
０
頁
を
超
え
る
内

容
と
な
る
。後
者
は
去
る
６
月
10
日
、

好
天
に
恵
ま
れ
謡
会
・
祝
賀
会
と
も

た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
ご
来
場
い
た

だ
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

二
人
の
三
河
守

宝
生
流

寺
部
　
良
樹

私
の
出
は
愛
知
の
豊
川
、
昔
の
三

河
の
国
で
あ
る
が
、
謡
曲
の
登
場
人

物
に
三
河
の
国
司
を
務
め
た
人
物
が

二
人
い
た
こ
と
を
偶
然
知
っ
た
。

一
人
は
『
俊
成
忠
度
』
の
藤
原
俊

成
で
あ
る
。
歌
人
で
「
千
載
集
」
の

撰
者
で
も
あ
り
、
藤
原
定
家
の
父
で

あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

が
、
役
人
と
し
て
も
立
派
な
人
物
で

あ
っ
た
ら
し
い
。
私
の
妻
の
実
家
は

東
海
道
五
十
三
次
の
宿
場
の
一
つ
御

油
で
脇
本
陣
を
し
て
い
た
旧
家
だ

い
で
楽
し
そ
う
…
、
見
学
者
は
お
し

な
べ
て
印
象
を
こ
の
よ
う
に
語
る
。

先
生
は
「
謡
曲
は
高
齢
に
な
っ
て

も
楽
し
め
る
。
仲
間
を
つ
く
る
場
に

し
た
い
」
と
常
々
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

る
。
事
実
、
多
士
済
々
様
々
な
人
生

を
体
験
し
た
方
々
が
集
ま
り
、
仲
間

と
な
っ
て
助
け
合
い
な
が
ら
、
謡
曲

の
研
鑽
に
努
め
て
い
る
。
年
間
五
行

事
を
消
化
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
つ

に
毎
年
５
月
恒
例
の
都
筑
民
家
園

(

セ
ン
タ
ー
北
駅
近
く
の
古
民
家)

で

開
催
さ
れ
る
『
古
典
芸
能
に
親
し
も

う
』
が
あ
る
。
國
學
院
大
學
観
世
会

の
学
生
が
５
〜
６
名
参
加
し
、
10
年

間
も
謡
と
仕
舞
を
共
演
し
て
き
た
。

新
緑
の
庭
園
に
は
鯉
の
ぼ
り
が
舞
い

会
員
の
家
族
、
支
援
者
、
近
隣
の
お

客
様
な
ど
が
１
０
０
名
程
、
休
日
の

午
後
を
一
緒
に
楽
し
ん
で
い
る
。

同
好
会
を
楽
し
む
に
は
、
奉
仕
の

精
神
と
お
互
い
の
協
力
が
必
要
。
当

会
に
は
「
鶴
と
亀
の
会
」
と
い
う
下

部
組
織
が
あ
り
、
教
え
上
手
な
会
員

が
講
師
と
な
っ
て
初
心
者
の
学
習
の

補
助
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
パ
ソ

コ
ン
の
普
及
に
伴
い
当
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
ろ
う
と
い
う
機
運
が
生

ま
れ
、
Ｐ
Ｃ
に
た
け
た
人
々
が
研
究

検
討
し
て
、
昨
年
オ
ー
プ
ン
に
こ
ぎ

つ
け
た
。

さ
て
、
当
会
は
二
十
周
年
を
迎
え

二
つ
の
事
を
企
画
し
た
。
一
つ
は
二

十
周
年
記
念
誌
を
編
纂
す
る
こ
と
。

も
う
一
つ
は
記
念
謡
会
を
横
浜
能
楽

堂
第
二
舞
台
で
催
し
、
祝
賀
会
を
行

う
こ
と
。
幸
い
両
者
と
も
順
調
に
運

し
ま
し
た
。
各
流
派
取
り
ま
と
め
担

当
の
方
々
の
ご
協
力
の
お
陰
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
今
回
は
２
回
目
と
な
る

連
盟
機
関
紙
「
幽
玄
」
の
号
外
を
発

行
い
た
し
ま
し
た
。
内
容
は
仕
舞
の

「
段
」
に
つ
い
て
と
、
今
回
素
謡
で

謡
う
６
曲
の
あ
ら
す
じ
を
紹
介
し
ま

し
た
。
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

つ
づ
き
謡
曲
会
の
あ
ら
ま
し

観
世
流

伊
東
　
重
章

当
会
は
、
横
浜
市
港
北
地
域(

都

筑
区
・
青
葉
区)

を
拠
点
と
す
る
歴

史
あ
る
謡
会
で
、
平
成
８
年
９
月
に

設
立
し
当
年
二
十
周
年
を
迎
え
る
。

会
員
は
30
名
、
男
女
の
比
率
は
二
対

一
で
男
性
が
優
位
。
モ
ッ
ト
ー
は

「
健
康
で
仲
良
く
謡
曲
を
楽
し
む
」

で
、
皆
各
々
謡
曲
人
生
を
楽
し
ん
で

お
ら
れ
る
。
同
好
会
は
楽
し
く
な
け

れ
ば
永
続
き
し
な
い
。
当
会
に
は
そ

れ
だ
け
の
魅
力
が
あ
る
。

設
立
者
で
指
導
者
は
長
谷
川
武
雄

先
生
。
先
生
は
謡
曲
の
普
及
に
情
熱

を
持
っ
て
お
ら
れ
る
。
現
職
の
弁
護

士
と
し
て
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
月
２

回
の
稽
古
を
20
年
間
継
続
さ
れ
た
こ

と
は
、
並
の
人
の
で
き
る
こ
と
で
は

な
い
。
声
量
の
あ
る
美
声
、
緩
急
自

在
な
め
ら
か
な
謡
で
、
見
学
者
も
一

度
聴
け
ば
魅
了
さ
れ
る
。

お
稽
古
は
、
中
川
西
・
仲
町
台
両

地
区
セ
ン
タ
ー
で
毎
月
隔
週
の
土
曜

日
の
午
後
２
時
間
行
わ
れ
る
。
月
千

円
の
会
費
も
魅
力
的
。
和
気
あ
い
あ

が
、
今
は
亡
き
義
母
と
話
し
て
い
た

時
、
何
故
か
俊
成
の
話
題
と
な
り
、

「
そ
う
言
え
ば
家
の
先
祖
は
、
戦
に

破
れ
て
当
時
三
河
の
国
守
だ
っ
た
俊

成
を
頼
り
、
志
賀
か
ら
三
河
へ
逃
げ

て
来
た
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
俊
成
の
像
が
最
近
蒲
郡
に
建

て
ら
れ
た
と
い
う
の
で
、
早
速
訪
れ

た
。
子
供
の
頃
は
風
光
明
媚
で
格
好

の
海
水
浴
場
だ
っ
た
の
が
今
は
す
っ

か
り
様
変
わ
り
し
て
い
た
が
、
な
る

ほ
ど
立
派
な
俊
成
の
像
が
竹
島
の
方

を
向
い
て
建
っ
て
お
り
、
そ
の
説
明

に
「
４
年
間
の
国
守
在
任
中
、
当
時

ク
ス
の
群
生
し
て
い
た
荒
地
の
開
発

に
取
り
組
み
、
そ
の
成
就
を
願
っ
て

琵
琶
湖
竹
生
島
か
ら
勧
請
し
た
と
い

う
竹
島
が
、
今
は
蒲
郡
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
っ
て
い
る
」
と
あ
る
。

も
う
一
人
は
『
石
橋
』
の
大
江
定

基
で
、
出
家
し
て
寂
昭
法
師
と
名
乗

り
、
唐
に
渡
っ
た
後
皇
帝
よ
り
円
通

大
師
の
号
を
賜
っ
た
と
い
う
。

郷
土
の
「
む
か
し
ば
な
し
」
に
は
、

豊
川
の
里
の
長
者
に
「
ふ
な
い
」

「
い
わ
い
」「
は
な
い
」
と
い
う
美
し

い
三
人
の
姫
が
お
り
、
定
基
の
妻
に

な
る
こ
と
を
夢
見
て
い
た
が
、
父
が

病
気
で
世
を
去
り
、
定
基
も
都
に
帰

っ
た
こ
と
を
知
っ
た
姫
達
は
、
世
を

は
か
な
ん
で
尼
と
な
り
、
豊
川
の
岸

辺
に
そ
れ
ぞ
れ
草
葺
き
の
粗
末
な
家

を
作
っ
て
静
か
に
余
生
を
送
っ
た
、

と
あ
る
。
現
存
す
る
花
井
寺
は
「
は

な
い
姫
」
の
家
の
跡
に
建
て
ら
れ
た

と
い
う
が
、
数
々
の
貴
重
な
資
料
が

残
さ
れ
て
い
る
。
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第
19
回
「
五
流
交
流
の
つ
ど
い
」

観
世
流
梅
若
会

桑
原
　
弥
兵
衛

平
成
28
年
３
月
12
日
（
土
）、
横

浜
能
楽
連
盟
主
催
「
第
19
回
五
流
交

流
の
つ
ど
い
」
が
横
浜
能
楽
堂
に
お

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
始
は
午

前
９
時
30
分
、
終
了
は
午
後
５
時
35

分
で
し
た
。
総
番
組
数
は
32
番
（
素

謡
16
・
連
吟
３
・
独
吟
２
・
仕
舞

10
・
独
鼓
１
）、
出
席
者
は
延
べ
２

６
５
名
で
し
た
。
め
く
り
は
新
た
に

10
枚
作
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
番
組
を
４
０
０
部

多
く
作
成
し
、
総
務
倉
藤
理
事
の
指

導
で
市
内
各
地
域
の
地
区
セ
ン
タ
ー

や
文
化
施
設
等
に
配
布
し
て
、
市
民

の
皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
観
て

い
た
だ
く
よ
う
図
り
ま
し
た
。

な
お
、
特
別
招
待
と
し
て
は
日
本

大
学
能
楽
研
究
会
の
学
生
に
出
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
元
日
本
大
学

教
授
の
内
倉
和
雄
氏
（
梅
若
会
）
に

ご
紹
介
い
た
だ
き
、
学
生
達
と
直
接

交
渉
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
演

目
は
仕
舞
３
番
（
菊
慈
童
・
敦
盛
・

松
風
）。
学
生
達
は
、「
本
舞
台
で
舞

う
の
は
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、

気
持
ち
良
く
舞
え
ま
し
た
」
と
喜
ん

で
く
れ
ま
し
た
。
今
後
も
学
生
達
の

出
演
に
は
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

大
会
の
準
備
に
つ
い
て
は
、
昨
年

10
月
か
ら
出
演
者
の
申
し
込
み
受
付

け
、
番
組
作
成
及
び
校
正
２
回
、
印

刷
と
、
順
調
に
予
定
通
り
進
行
い
た



ま
た
、
全
国
的
に
は
豊
川
稲
荷
ほ

ど
有
名
で
は
な
い
が
、
近
く
に
三
明

寺
と
い
う
古
刹
が
あ
り
、
定
基
が
弁

財
天
の
尊
像
を
祀
っ
た
と
の
記
録
が

あ
る
。
特
に
三
重
塔
は
有
名
で
、
本

堂
内
宮
殿
と
共
に
国
指
定
重
要
文
化

財
に
な
っ
て
い
る
。
赤
坂
町
や
財
賀

町
に
も
、
定
基
の
愛
妾
「
力
寿
」
の

伝
説
が
今
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

謡
曲
も
結
構
身
近
な
所
に
縁
が
あ

る
も
の
で
あ
る
。

私
を
能
楽
堂
に

連
れ
て
い
っ
て

喜
多
流

山
岸
　
久
子

松
の
絵
だ
け
が
描
か
れ
た
能
舞
台

に
、
囃
子
、
地
謡
、
ワ
キ
、
シ
テ
と

潮
が
満
ち
来
る
よ
う
に
出
演
者
が
登

場
し
、
時
を
超
え
た
物
語
を
演
じ
ま

す
。
そ
し
て
潮
が
引
く
如
く
元
の
何

も
無
か
っ
た
舞
台
に
戻
る
、
こ
の
潔

さ
が
好
き
で
能
楽
堂
に
通
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

私
が
能
楽
女
子
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
、
何
気
な
く
目
に
し
た
横
浜
市

の
広
報
の
「
第
九
の
合
唱
の
よ
う
に

謡
『
高
砂
』
を
合
唱
し
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
募
集
記
事
で
し
た
。
友
人
が

神
奈
川
フ
ィ
ル
と
第
九
を
唄
う
会
の

合
唱
団
に
参
加
し
て
お
り
、
毎
年
暮

に
な
る
と
県
民
ホ
ー
ル
へ
聴
き
に
行

っ
て
い
た
の
で
、
今
ま
で
能
楽
に
は

興
味
の
無
か
っ
た
私
が
、
た
だ
同
じ

第
九
と
い
う
言
葉
に
思
わ
ず
応
募
し

て
い
ま
し
た
。
練
習
初
日
、
西
区
の

区
民
で
あ
り
な
が
ら
横
浜
能
楽
堂
に

入
っ
た
の
は
こ
の
日
が
初
め
て
で
し

た
。
客
席
は
ほ
ぼ
満
員
で
、
舞
台
に

は
男
の
先
生
一
人
、
喜
多
流
の
出
雲

先
生
で
し
た
。
そ
の
時
は
マ
イ
ク
が

故
障
し
て
い
て
マ
イ
ク
無
し
で
の
練

習
で
し
た
が
、
と
て
も
よ
く
響
く
お

声
で
た
ぶ
ん
客
席
の
全
員
に
届
い
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
こ
の
時
初
め
て
『
高
砂
』
が

こ
ん
な
に
長
い
曲
と
い
う
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
家
で
声
を
出
し
て
練
習

す
る
と
お
経
み
た
い
だ
と
言
わ
れ
、

歩
き
な
が
ら
イ
ヤ
ホ
ー
ン
で
聞
い
て

い
る
と
、
前
を
行
く
人
が
振
り
返
っ

て
変
な
お
ば
さ
ん
…
と
い
う
顔
を
し

て
足
早
に
離
れ
て
行
き
ま
す
。
ア
ッ

い
け
な
い
、
声
を
出
し
て
い
た
ん
だ

と
恥
ず
か
し
さ
で
恐
縮
し
ま
す
。
さ

て
本
番
、
こ
れ
ま
で
練
習
し
て
き
た

パ
ー
ツ
が
一
曲
に
組
み
込
ま
れ
、
お

囃
子
と
地
謡
の
先
生
方
と
私
達
の
謡

に
合
わ
せ
て
先
生
が
舞
を
舞
わ
れ
、

全
員
が
一
つ
に
な
っ
た
時
は
納
得
の

瞬
間
で
し
た
。
気
持
ち
が
盛
り
上
が

っ
た
ま
ま
、
帰
り
に
は
お
稽
古
希
望

者
の
用
紙
に
名
前
を
記
入
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
そ
し
て
15
年
以
上
が
経

過
し
ま
し
た
。

実
は
、
こ
ん
な
に
夢
中
に
な
っ
た

能
で
す
が
、
舞
台
を
観
て
い
る
途
中

に
と
て
も
と
て
も
気
持
ち
の
良
い
睡

魔
に
襲
わ
れ
ま
す
。
友
人
に
そ
の
話

を
す
る
と
、
打
楽
器
の
音
は
母
の
胎

内
に
い
た
時
に
聞
い
た
心
臓
の
鼓
動

と
同
じ
な
の
だ
そ
う
で
す
。
だ
と
す

る
と
能
の
曲
は
母
の
胎
内
を
流
れ
る

血
液
の
流
れ
な
の
だ
ろ
う
と
、
勝
手

に
解
釈
し
て
納
得
し
て
い
ま
す
。

何
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま
勢
い
で
始

め
た
お
稽
古
で
す
が
、
ま
た
高
砂
を

き
っ
か
け
に
若
い
能
楽
女
子
が
増
え

る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

観
能
で
経
験
し
た
こ
と

観
世
流
梅
若
会

三
浦
　
玉
三
郎

こ
の
度
「
幽
玄
」
と
い
う
広
報
誌

に
何
か
書
い
て
く
れ
と
頼
ま
れ
、
日

頃
か
ら
原
稿
依
頼
の
大
変
さ
を
聞
か

さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
断
り
き
れ

ず
に
引
き
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

謡
を
稽
古
し
て
い
る
の
だ
か
ら
何
か

は
書
け
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
の
で

し
ょ
う
が
、
今
ま
で
文
章
な
ど
書
い

た
覚
え
も
な
く
、
漢
字
も
忘
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
の
で
、
引
き
受
け
て
か

ら
が
大
変
で
し
た
。
新
聞
を
読
み
な

が
ら
気
の
付
い
た
言
葉
を
ピ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
て
メ
モ
し
た
り
、
辞
書
を
引

き
な
が
ら
書
き
取
り
の
練
習
を
し
た

り
…
。
こ
れ
を
機
会
に
、
こ
の
よ
う

な
勉
強
を
飽
き
る
ま
で
習
慣
に
し
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
前
置
き
が
長
く
な
り
ま
し

た
が
、
先
日
、
能
を
観
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
能
の
観
客
は
圧
倒
的
に
女

性
が
多
く
、
男
性
が
一
人
で
は
行
き

辛
い
の
で
敬
遠
気
味
だ
っ
た
の
で
す

が
、
付
き
合
い
も
あ
り
、
暇
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
東
中
野
（
梅

若
能
楽
堂
）
ま
で
出
か
け
て
み
ま
し

た
。
そ
う
し
た
ら
珍
し
い
こ
と
が
起

こ
り
ま
し
た
。
一
つ
目
は
最
後
ま
で

居
眠
り
を
し
な
か
っ
た
こ
と
、
二
つ

目
は
公
演
中
に
地
震
が
起
き
た
こ
と

で
す
。
こ
れ
ま
で
に
経
験
の
な
い
こ

と
で
、
翌
日
の
新
聞
に
よ
る
と
震
度

４
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
三
つ
目
は
、

早
拍
子
の
最
中
に
小
鼓
が
無
く
な
っ

た
こ
と
で
す
。
で
、
ど
う
す
る
ん
だ

ろ
う
と
見
て
い
た
ら
、
扇
を
持
っ
て

手
拍
子
で
す
。
そ
の
間
２
、
３
分
で

し
た
が
、
無
事
に
最
後
ま
で
や
り
通

し
ま
し
た
。

眠
く
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
謡
の

稽
古
で
や
っ
て
い
た
の
で
内
容
が
理

解
で
き
た
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

能
の
演
目
は
、
観
客
が
あ
る
程
度
物

語
を
知
っ
て
い
る
と
思
っ
て
作
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

和
歌
を
基
に
し
た
も
の
や
、
源
氏
物

語
・
平
家
物
語
な
ど
が
そ
う
だ
と
思

い
ま
す
。

金
剛
流
久
良
岐
会

金
剛
流

�
木
　
緑

当
会
の
始
ま
り
は
平
成
５
年
に
遡

り
ま
す
。
横
浜
市
が
主
催
し
久
良
岐

能
舞
台
で
開
講
さ
れ
た
五
流
謡
曲
教

室
に
毎
年
応
募
が
あ
り
、
金
剛
流
で

も
熊
谷
伸
一
・
眞
知
子
先
生
の
ご
指

導
の
も
と
、
だ
ん
だ
ん
と
仲
間
も
増

え
て
き
ま
し
た
。

平
成
11
年
に
は
、
京
急
日
ノ
出
町

駅
か
ら
徒
歩
２
分
の
所
に
熊
谷
先
生

ご
夫
妻
が
稽
古
舞
台
を
構
え
ら
れ
、

そ
こ
で
の
お
稽
古
が
始
ま
っ
て
今
日

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
、
逗

子
・
成
城
・
中
山
で
稽
古
し
て
い
る

仲
間
を
含
め
て
、
現
在
は
７
歳
か
ら

85
歳
ま
で
数
十
名
が
、
個
人
ま
た
は

グ
ル
ー
プ
で
お
稽
古
に
励
ん
で
お
り

ま
す
。

年
間
の
恒
例
行
事
は
、
新
年
「
謡

い
初
め
」、
３
月
「
発
表
会
」、
暮
れ

の「
堪
能
至
夢
会（
た
の
し
む
か
い
）」

で
す
が
、
堪
能
至
夢
会
で
は
、
装
束

づ
け
を
し
て
頂
い
て
舞
囃
子
や
仕
舞

を
舞
う
な
ど
の
特
別
趣
向
で
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
夏
の
「
横
浜

金
剛
会
」、
能
楽
連
盟
の
「
五
流
能

楽
大
会
」「
五
流
交
流
の
つ
ど
い
」、

磯
子
文
化
協
会
の
「
つ
ど
い
」

（
春
・
秋
の
２
回
）
と
、
発
表
の
場

は
多
く
、
発
表
会
が
近
く
な
る
と
、

稽
古
場
は
空
き
時
間
が
無
い
ほ
ど
会

員
が
入
れ
代
わ
り
立
ち
代
わ
り
し

て
、
稽
古
に
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

25
周
年
と
な
る
２
年
後
は
、
奇
し

く
も
両
先
生
の
「
賀
の
年
」
と
重
な

る
の
で
、
皆
の
心
に
残
る
発
表
会
に

し
よ
う
と
、
計
画
を
練
っ
て
い
る
所

で
す
。（
熊
谷
眞
知
子
先
生
・
１
期

生
荒
山
さ
ん
の
対
談
よ
り
要
約
）
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金
春
五
星
会
と

興
福
寺
薪
御
能

金
春
流

入
沢
　
頼
二

平
成
28
年
度
の
「
金
春
五
星
会
」

は
、
奈
良
興
福
寺
で
千
年
以
上
の
歴

史
を
持
つ
「
薪
御
能
」
の
時
期
に
合

わ
せ
て
奈
良
で
開
催
さ
れ
、
金
春
一

門
を
上
げ
て
多
数
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。
ち
な
み
に
現
在
全
国
各
地
で

行
わ
れ
て
い
る
薪
能
は
こ
の
「
薪
御

能
」
に
な
ら
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

「
薪
御
能
」
２
日
間
の
う
ち
、
金

春
一
門
は
５
月
21
日
（
土
）
に
興
福

寺
南
大
門
跡
で
行
わ
れ
た
金
春
流
80

世
宗
家
金
春
安
明
先
生
の
「
杜
若
」、

金
剛
流
26
世
宗
家
金
剛
永
謹
先
生
の

「
藤
戸
」
の
舞
台
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

春
五
星
会
」
が
、
奈
良
春
日
野
国
際

フ
ォ
ー
ラ
ム
甍
で
、
午
前
10
時
よ
り

午
後
３
時
ま
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
我

が
社
中
か
ら
は
仕
舞
「
野
守
」、
独

吟
「
班
女
」
、
24
名
に
よ
る
連
吟

「
東
北
」
を
演
じ
ま
し
た
。
会
場
は
、

奈
良
の
歴
史
文
化
と
自
然
が
見
事
に

調
和
し
た
奈
良
公
園
や
世
界
遺
産
登

録
の
東
大
寺
大
仏
殿
、
春
日
大
社
に

隣
接
し
、
能
舞
台
は
他
に
例
を
見
な

い
ほ
ど
見
事
で
、
そ
う
い
う
環
境
で

の
金
春
五
星
会
は
ま
た
格
別
に
心
に

残
る
も
の
で
し
た
。

金
春
五
星
会
終
了
後
、
午
後
４
時

よ
り
会
場
を
奈
良
市
内
の
「
な
ら
和

み
館
」
に
移
し
、
金
春
円
満
井
会
法

人
化
30
周
年
及
び
80
世
金
春
安
明
宗

家
継
承
10
周
年
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が

開
催
さ
れ
、
盛
大
で
楽
し
い
祝
宴
の
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ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

初
日
の
薪
御
能
会
場
に
行
く
道
す

が
ら
、
我
が
綱
雄
会
社
中
一
同
は
金

春
宗
家
の
お
墓
の
あ
る
奈
良
市
内
の

念
仏
寺
を
訪
れ
て
お
墓
参
り
を
し
、

ま
た
、
伊
勢
神
宮
や
出
雲
大
社
よ
り

歴
史
が
古
い
と
言
わ
れ
て
い
る
桜
井

市
の
三
輪
明
神
も
訪
ね
、
奈
良
の
歴

史
の
深
さ
、
金
春
流
の
歴
史
の
深
さ

を
味
わ
っ
た
２
日
間
で
し
た
。

藤
田
先
生
に
出
会
え
て

下
懸
宝
生
流

松
藤
　
久
美

奈
良
薪
御
能
に
魅
せ
ら
れ
て
五
月

晴
れ
の
中
、
春
日
大
社
、
興
福
寺
と

行
っ
て
き
ま
し
た
。
御
能
が
目
的
の

旅
と
は
、
十
年
前
に
は
無
か
っ
た
こ

と
で
し
た
。

自
治
会
館
で
先
生
の
声
に
引
き
込

ま
れ
、
そ
の
場
で
教
え
を
乞
い
な
が

ら
も
、
全
く
未
知
の
世
界
。
謡
え
ま

す
か
？
と
尋
ね
る
と
「
お
し
ゃ
べ
り

好
き
で
し
ょ
、
謡
え
ま
す
」
と
心
強

い
一
言
。
ど
ん
な
ふ
う
に
声
を
出
せ

ば
良
い
で
す
か
？
「
コ
ラ
ッ
！
っ
て

大
き
な
声
を
出
す
と
、
お
腹
に
ぐ
っ

と
力
が
入
る
で
し
ょ
。
そ
れ
を
下
へ

下
へ
と
押
し
て
い
く
感
じ
で
、
低
い

声
を
出
す
」
…
と
教
え
て
い
た
だ
い

て
も
、
低
い
声
を
続
け
る
の
は
苦
し

い
も
の
で
、今
で
も
セ
キ
込
み
ま
す
。

お
さ
ら
い
を
す
る
中
で
「
で
は
、
皆

さ
ん
で
ど
う
ぞ
」
と
言
わ
れ
る
と
最

悪
、「
で
は
ご
一
緒
に
」
は
最
高
の

幸
せ
。
先
生
の
声
の
響
き
の
中
に
自

分
の
声
も
交
じ
る
心
地
良
さ
は
た
と

満
月
の
月
明
り
、
炎
が
作
り
出
す
濃

淡
と
揺
れ
動
く
灯
り
、
風
に
吹
か
れ

て
煙
は
た
な
び
き
、
時
折
炎
が
激
し

く
上
が
り
パ
チ
パ
チ
と
弾
け
る
音
、

神
秘
的
、
幻
想
的
な
空
気
は
神
事
か

ら
始
ま
っ
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
金
春
の
ル
ー
ツ
、
能
楽
の
歴
史

を
体
感
で
き
る
貴
重
な
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
午
後
５
時
30
分
か
ら
ス
タ

ー
ト
し
終
演
の
９
時
過
ぎ
ま
で
「
薪

御
能
」
は
心
と
体
に
沁
み
る
体
験
で

し
た
。

終
演
後
、
我
が
綱
雄
会
（
山
井
綱

雄
先
生
社
中
）
は
ホ
テ
ル
近
く
の
居

酒
屋
で
25
名
程
が
参
加
し
て
懇
親
会

を
開
き
、
薪
御
能
の
余
韻
も
あ
っ
て

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

翌
日
22
日
（
日
）、
金
春
円
満
井

会
法
人
化
30
周
年
記
念
「
第
21
回
金

横
浜
能
楽
連
盟
連
絡
先

◎
事
務
局
　
倉
藤

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
五
―
八
三
五
―
二
三
六
一

◎
横
浜
能
楽
堂

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
五
―
二
六
三
―
三
〇
五
〇

能
楽
堂
だ
よ
り

28
年
10
月
〜
29
年
３
月
の
公
演
案
内

え
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

や
が
て
４
年
が
た
ち
、
謡
本
も

10
冊
を
超
え
た
頃
、「
五
流
の
つ
ど

い
」
に
連
吟
『
羽
衣
』
で
初
参
加
。

舞
台
で
は
先
生
の
声
を
つ
か
め
ず
、

主
人
か
ら
「
お
謡
に
も
変
調
っ
て

あ
る
ん
だ
」
と
一
言
。
め
げ
ま
し

た
。
翌
年
に
は
『
玉
鬘
』
の
シ
テ

役
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
は
練
習
し

か
な
い
と
思
っ
て
、
１
０
０
回
謡

う
こ
と
を
自
分
に
課
し
、「
正
」
の

字
を
書
き
な
が
ら
練
習
。
何
時
も

書
き
写
し
た
メ
モ
と
レ
コ
ー
ダ
ー

を
持
ち
歩
き
、
少
し
で
も
謡
の
声

が
出
る
よ
う
に
と
、
ハ
ァ
！
ホ

ッ
！
と
強
い
息
を
吐
く
練
習
も
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
練
習
日
の
度

に
「
声
が
変
わ
っ
て
き
た
ね
」
と

先
生
に
褒
め
ら
れ
た
の
が
励
み
に

な
り
ま
し
た
。

今
で
は
お
仲
間
も
増
え
、
横
浜

能
楽
堂
、
久
良
岐
能
舞
台
、
港
南

台
地
区
セ
ン
タ
ー
等
で
発
表
の
機

会
を
い
た
だ
い
て
楽
し
み
も
増
え

ま
し
た
。
藤
田
先
生
の
力
強
い
謡

と
情
熱
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
ら

れ
る
よ
う
、
皆
さ
ん
と
ご
一
緒
に

歩
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
ま
た
い
つ
か
、
能

と
の
出
会
い
の
旅
に
出
か
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

28
年
11
月
以
降
の
横
浜
能
楽
堂
の
公
演
予
定
は
、
次

の
通
り
で
す
。
こ
の
ほ
か
毎
月
第
２
日
曜
日
に
普
及
公

演
「
横
浜
狂
言
堂
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

開
館
20
周
年
記
念
　
企
画
公
演
「
横
浜
の
能
」

11
月
26
日
（
土
）
午
後
２
時
開
演

能
「
放
下
僧
」（
喜
多
流
）
佐
々
木
多
門

狂
言
「
猿
聟
」（
和
泉
流
）
野
村
萬
斎

能
「
六
浦
」（
観
世
流
）
野
村
四
郎

Ｓ
席
八
千
円
／
Ａ
席
七
千
円
／
Ｂ
席
六
千
円

チ
ケ
ッ
ト
発
売
中

※
11
月
26
日
（
土
）
か
ら
１
月
９
日
（
祝
・
月
）
ま
で
、

「
能
面
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
１
６
」
入
賞
作
品
の
特
別
展

を
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

「
能
の
五
番
　
朝
薫
の
五
番
」

平
成
29
年
２
月
４
日
（
土
）
午
後
２
時
開
演

﹇
復
曲
﹈
能
「
生
贄
」（
観
世
流
）
梅
若
玄
祥

組
踊
「
孝
行
の
巻
」
宮
城
能
鳳

Ｓ
席
七
千
円
／
Ａ
席
六
千
円
／
Ｂ
席
五
千
円

チ
ケ
ッ
ト
発
売
日
　
11
月
12
日
（
土
）
正
午
か
ら

（
初
日
は
電
話
・
Ｗ
ｅ
ｂ
の
み
）

普
及
公
演
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
能
」

平
成
29
年
３
月
18
日
（
土
）
午
後
２
時
開
演

狂
言
「
伯
母
ヶ
酒
」（
和
泉
流
）
野
村
万
蔵

能
「
小
鍛
冶
」（
観
世
流
）
観
世
喜
正

Ｓ
席
四
千
円
／
Ａ
席
三
千
五
百
円
／
Ｂ
席
三
千
円

※
介
助
者
１
名
ま
で
無
料

チ
ケ
ッ
ト
発
売
日
　
12
月
17
日
（
土
）
正
午
か
ら

（
初
日
は
電
話
・
Ｗ
ｅ
ｂ
の
み
）


